
事業名 対馬スマートシティ推進事業

長崎県対馬市 AI、IoT、自動運転等

KPI
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事業概要

地域課題・目指すべき将来像

将来像

地域課題

推進体制

自動運転技術と IT 、 AI 技術を駆使した MaaS 及び関連サービスの一体的な導入により、
Society5.0を具現化し、地域課題解決を行っていくスマートシティ構想を実現する。

○自動運転技術とスマートシティプラットフォームを活用した
社会課題の解決事業

 自動運転技術を活用することによる交通難民、買い物難民の
解消。

 定住者・旅行者・事業者が共通で使えるスマートシティプラット
フォームを構築し、だれもが容易に効率よく利用できるインター
フェースの開発。

 上記技術を地元で学び、地元でメンテナンスし、地元に人の還
流を呼び起こす研究機関の設立。

人口減少と少子高齢化、過疎化を根本原因とした、運転手の高齢化、利用者減少による公共交通
の衰退。それによる買い物難民や通院難民の増加。担い手不足による産業の衰退。ひいては地域社
会の維持ができなくなることが危惧される。

対馬市
未来技術

地域実装協議会

地方公共団体
対馬市・長崎県・長崎県警

大学
明治大学

民間事業者
シダックス株式会社・対馬交通株式会社・
日本ペイントインダストリアルコーティング

(株)

国
国土交通省・警察庁

伴走型支援

現地支援責任者
（九州地方整備局）

主なKPI・関連指標 実績値（目標値） 指標設定・目標値設定のポイント（工夫・示唆等）
モビリティの相乗効果
（サービスの利用回数）

0回/月（2022年）
（5回/月（2022年））

コロナ禍であり、サービスの実装に至らず利用回数は０となったが、2022年度ま
での事業の延長の中でサービスの開始を目指す。

プラットフォームアクセス数 0回/日（2022年）
（20回/日（2022年）） 費用対効果を鑑み、導入を見送った。

協力関係人口数
（かかわる研究者、学生の数）

326人/年（2022年）
（150人/年（2022年）） テスト走行、実証実験等への参加で島内外から多くの関係人口が生まれた。

事業体制のイメージ

実証実験車両実証イベントの様子



（実証実験の準備）

主な実証の実績

【2020年度】
① 未来技術社会実装コンソーシアムを設立し、第1回運営委員会を開催
② 地域実装協議会設立総会及び第1回地域実装協議会を開催

【2021年度】
① 対馬市で実証実験を行う車両の導入と改良の実施
② 実証実験に向けたテスト走行の実施

【2022年度】
① 実証実験に向け、現地でのテスト走行とデータ取り、システム改良を行った。
② 上対馬地域において自動運転の実証実験（関係者、市民の試乗会）を開催。実装に向けた社会需要性の調査等の意識

調査等を行った。
③ 第２回地域実装協議会を開催。
④ 実証実験後の課題を踏まえ再度テスト走行を実施。（2023年2月）

担当者の声

成果・今後の予定

 本市のように人工物が少ない場所においてのコストを抑えた自動運転車両の導入について
知見を得ることができた。

 ターゲットラインを引いた個所では普通免許のみを所有する方でも運行ができる車両の改
良ができた。

 101人が実証に参加した。
 協議会等を通じて事業推進するための体制構築ができた。

 観光路線等において車両の活用を図り、料金を徴収し運行を行う実装について検討
する。

３か年で
得られた成果

次年度以降の取組
（予定）

（実証実験に際しての関係者説明会）

対馬市しまづくり推進部
しまの力創生課担当者

 少子高齢化と人口減少が加速的に進んでいる対馬市では、免許返納者が右肩上がりで
増える一方で、公共交通の担い手にも高齢化が進み、将来的な公共交通の維持につい
て懸念があり、自動運転技術導入の検討を始めました。

 数年間の実証の結果、現在の車両では無人にすることができず、真にドライバー不足の解
消という点にはいたらず、また速度としても市民が満足いくものではないものの、令和5年4月
にはレベル4が法律上解禁となり、今後飛躍的に技術革新も進むものと考えれるため、これ
までの実証実験等の結果を改めて分析し、自動運転車両の公共交通への導入可能性に
ついて引き続き検討を続けていきたいと思います。

（実証実験の様子）



各段階（PDCAサイクル）において地方公共団体が工夫したこと、気をつけたこと
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 観光路線における車両の活用検討
• 実証実験において、島内外の方を対象に試乗を行ってもらいアンケート調査を実施した。自動運転技術導入への期
待は大きく、また導入についても賛成が多数を占めたが、現在の車両をそのまま公共交通に導入するためには速度や
安全性を含めまだ課題が多いという意見が多かった。

• 車両活用の検討は引き続き行い、観光路線（国際ターミナル～観光地間等）を中心に導入検討を続けていく。
 ＭａａＳ導入の見送り
• 健寿の駅の活動は民間主体で継続して続ける意向だが、ＭａａＳのシステム導入については費用対効果を鑑み見
送った。

 車両の導入と改良
• 対馬に適した車両の選定を行い、まずは連携する明治大学の構内を
走行できる車両に仕立てた。

 ＭａａＳの島内での検討
• コロナ禍で観光客が皆無になる中、島内での健康寿命を延ばす
取り組みとシステムについて検討を行った。 大学構内での車両走行テスト

 本市の道路や自然環境に適した自動運転車両の仕様検討
• 2019年度に行った実証実験の結果をうけ、対馬市においては３Ｄ
マップ等を活用した仕様の車両では、自然環境の変化等によりうまく走行
できない可能性があること、また、その維持更新に多額の費用がかかること
が分かったため、本市に適したまたコストを抑えた車両の選定に取り組む。

 定住者のみならず観光客等も活用できるＭａａＳの検討
• 公共交通の担い手の高齢化に伴い、自動運転技術の公共交通への
導入検討も行いながら、一方で高齢者の外へ出かける需要を喚起し
健康寿命の延伸を図ったり、買い物支援や観光客等に宿泊や飲食店
の予約ができるシステムの導入を目指す。 （写真や図の説明）

 対馬島内でのテスト走行及び実証実験の実施
• 大学構内で走行テストを行った車両を対馬島内で走行できる車両に
改良するため、実証場所でのターゲットラインの塗布及びテスト走行を
複数回行った。

 健寿の駅
• 対馬島内で活動を行う団体に健寿の駅の
システムを配布し、移動需要の喚起を行った。

（ＭａａＳと健寿の駅のイメージ）

環境整備等で工夫したこと
 ターゲットラインによる走行方式
• 対馬市では日本ペイントインダストリアルコーティング株式会社さんのご協力をいただき、ターゲットライン検知方式による自動
運転車両の走行を行った。この方式では３Ｄマップの作製や電磁誘導線の敷設等に比べ、はるかに安価に導入でき、環境
変化にも強い利点がある。道路への施工は全国初の取組であったが、関係機関の協力でスムーズに施工に至ることができた。

仕様のイメージ図

（テスト走行の様子）



【参加事業者等】
明治大学自動運転社会総合研究所
日本ペイントインダストリアルコーティング（株）

【実証概要】
 概要：ターゲットライン検知方式に改良した自動運転車両を
活用して、北部地域の上対馬高校前から複合買い物施設
スーパーバリュータケスエ間の約2kmを国や企業等の関係者、
市民に体験乗車いただいた。
利用者へのアンケート調査を合わせて実施した。

 期間：2022年5月19日～20日（関係者）
 2022年5月21日～22日（市民等）
 特徴：３Dマップや、電磁誘導線式のように多額の予算や時
間をかけずに整備でき、電波やGNSSが弱いところでも走行可
能である。

【実証の目的】
 ターゲットライン方式システムの安全性や機能性を確認する。
 今後の実装導入に向けてアンケート調査を実施し課題の掘り
出しを行う。

【成果】
 安価な方式であるターゲットライン方式でも自動運転走行は可
能であることが確認できた。

 関係者や住民の方の自動運転への期待の高さや導入に対す
る賛成意見を確認できた。

【見つかった課題】
1. 速度に対する不満が多かった。
2. 一般車両との混合交通について不安視する声があった。
3. 公共交通として活用するには車両の能力として機能が不足し

ていることが分かった。
【今後の対応方針】

1. 現在の車両を国際ターミナル間から観光地へとつなぐ観光目
的の車両として活用ができないか検討するほか、乗客が速度
に対するストレスを感じないような用途がないか検討する。

（ターゲットライン検知システム）

【地方公共団体】長崎県対馬市
【実証内容】① ターゲットライン検知式自動運転走行

（サービスイメージ）

実証概要

主な実証 ターゲットライン検知式自動運転走行

 他の自治体以上に加速度的に少子高齢化・過疎化が進む対馬市にお
いて自動運転車両の導入検討を行ってきたが、３Ｄマップ方式での運行
は困難であることが分かり、新たな方式の模索を行った。

 明治大学と日本ペイントインダストリアルコーティング（株）が開発したター
ゲットライン方式を採用し、より安価で確実な自動運転の運行を行うため
の実証実験を行う。

（施工後のターゲットライン）

実証実験
の紹介

対馬スマートシティ推進事業
（2020年度選定事業、長崎県対馬市）
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